＜全体課題＞

従来の～では、～できなかった。　※請求項に記載する発明全体に係る課題を記載してください。
＜全体効果＞

～できる。　※請求項に記載する発明全体に係る効果を記載してください。
【請求項１】（１）（２）（～する。）

～するＡ部と、

～するＢ部と、

～するＣ部とを備える○○装置。
※構成要素列挙形式で記載することが好適です。

＜効果＞

～できる。　※請求項１に記載する発明に係る効果を記載してください。
【請求項２】（１）（２）（ＣＬ１：～する。）

前記Ａ部は、

～する請求項１記載の○○装置。

＜効果＞

～できる。　※請求項２に記載する発明に係る効果を記載してください。
【請求項３】（１）（２）（ＣＬ１，２：～する。）

～するＤ部をさらに備える請求項１または請求項２記載の○○装置。

＜効果＞

～できる。　※請求項３に記載する発明に係る効果を記載してください。
【請求項４】（１）（２）（ＣＬ１～３：～する。）

前記Ａ部は、

～する請求項１から請求項３いずれか一項に記載の○○装置。

＜効果＞

～できる。　※請求項４に記載する発明に係る効果を記載してください。
【請求項５】（１）（ＣＬ４：～する。）

～するＥ部をさらに備える請求項４記載の○○装置。

＜効果＞

～できる。　※請求項５に記載する発明に係る効果を記載してください。
【請求項６】（２）（ＣＬ４：～する。）

～するＦ部をさらに備える請求項４記載の○○装置。

＜効果＞

～できる。　※請求項６に記載する発明に係る効果を記載してください。
※以下、必要に応じて、請求項を追加してください。
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